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☆看護師より☆ 
先月から、乳児クラスで感染性胃腸炎が流行していました。感染性胃腸

炎は感染力が強く短期間で感染拡大し、家庭内感染も起こりやすいため、

早期発見と感染予防が重要になってきます。乳児や基礎疾患のある方、高

齢者では重症化することもあるため、早目の受診をお願いします。 

症状が強い場合は少量の水分をこまめに接種し、症状が落ち着いてくれば、

消化の良い食事を心がけ胃腸を休ませてあげることで、感染後の回復の手

助けにもなります。また、シャワーを使うことで感染を広げる可能性があ

るので、園ではお尻ふきに変更しています。ご理解頂きたく 

存じます。今月は内科検診（後期）があります。 

前期に欠席された園児さんは必ず受けて頂く必要があるため、 

日程確認と調整をよろしくお願いします。 

朝、夕が少しずつ過ごしやすくなり、秋の気配を感じます。 

今月は待ちに待った運動会があります。園内のあちらこちらからにぎや

かな声や一生懸命に取り組む姿がみられ、本番を心待ちにしている事と

思います。季節の変わり目であるこの時期は体調を壊しやすく怪我も増

えやすいです。日中の寒暖差も大きくなるため、十分な睡眠、栄養摂取

を心がけ、おふろにしっかり浸かり身体をほぐすことで風邪や怪我の予

防に努めましょう。 

おしらせとおねがい 

インフルエンザとかぜの違い 
インフルエンザとかぜの違いは、主にウイルスの種類

と症状です。違いを知って、初期症状の段階で適切な

処置ができるようにしましょう。 

 インフルエンザ かぜ 

感染力 強い 強くない 

初期症状 強い寒気、頭痛、

悪寒 
くしゃみ、鼻水、

喉の痛み 

発熱 急性 
（39～40℃） 

徐々に上がる 
（37.5℃） 

筋肉痛 全身（腰、関節、

筋肉など） 
軽い 

くしゃみ、鼻水 後から少しある 最初からある 

咳 強い 軽い 

目の充血 しばしばある あまりない 

経過 やや長引く 短期間で治る 
ことが多い 

免疫 ３～４ヵ月 短期間 

 


